


















Terayama  Shuji’s Television Documentary  YOU……：





















































え、後発メディアである草創期のテレビは、その話法の構造において、先行メディアである劇映画や記録映画への参照のうえに、築かれていた。とはいえ映画的手法との葛藤 なかから、 「テレビとは何 」「テレビならではの表現とは何か」を問いかける方法的な模索は、どの現場にもあっ ここでは昭和二十八年にラジオ東京に入社し、その後テレビ報道部に転じて、数々の物議をかもすドキュメンタリーを制作したＴＢＳディレクター萩元晴彦 軌跡 辿っていこう。特 構成に寺山修司を招いてともに制作した作品群こそは、 「テレビとは何か」をめぐる先鋭的な実験とな ている。　
萩元晴彦は昭和五年三月七日、長野県飯田市で、弁護士の父隼人と母
































芸術祭賞） 、映画とテレビの業界人 闘 を描いた『マンモスタワー』 （演出＝石川甫、昭
33・
11、芸術祭奨励賞）など、後に「ドラマのＴＢＳ」と

















































レッドの世界の舞台裏が、馬と騎手の視線から描き出される。 「馬の世界では、サラブレッドで生まれるということは一つの誇りである。由緒ある血統で生まれるということが、そのまま将来の約束につながっているのだ」というナレーションに重ねて 「離乳」の日に母馬から引き離されて泣き続ける子馬 姿がとらえられる。そして「子馬が誰かを憎むことを知るのは、このときから始まるのかもしれな 。なぜなら幸せなものに闘志が芽生えるわけなどはないからだ」と語られる さらに場面は変わって、ふ さとを捨てて上京してきた少年騎手の「食欲と孤独との闘い」の中 「偉い騎手になるまでは帰りません」という、少年騎手の母への手紙が読み上げられ 。 ように馬 騎手 いず もが「母子の物語」として構成されているところが、寺山らしい。　
作品後半は、フジノオー、タカライジン、両馬の騎手の家庭生活をも


















































































　「何年かテレビをやって痛感するのは、テレビは絵じゃないということです。ふつうテレビは絵だという場合の『絵』は非常に映画的絵なんです。テレビで働いている人間の中に映画的文法が浸透している感じが強い、最近は変ってきましたけれど。じゃ絵でなければ何だといわれると時間だと思うんです。 （中略）簡単に言いますと、ブラウン管の中の時間 視聴者の創造的イマジネーションをかき立てるような時間とが同時進行 るという、テレビそのもの 媒体としての特殊性というこ から出てくる発想です。 （中略）自分でやっと鉱脈を掘りあてたという感じがしたのは、碁の名人戦をやったとき こ なんです。坂田さんを口説き落 て、坂田・林海峯 の対局室に初めてカメラを入れたわけです。全部同 録音 、カメラを二台おいて対局全部を両側からとる。武満徹さんが音楽をつけて、ラッシュが三、四時間になりましたが、この迫力の凄まじい ごいま考えるともっと近寄った方がよかったという反省もあるけれども、とにかくカメラは据えっぱなしで顔だけ取
（ママ）
っている。二人とも何もし













































































答える六十代の男性は、少 酩酊し ようにも見えるが、差し出されたマイクに口を寄せて、いたって真面目に答え続ける。カットなしのクローズアップでその表情を撮っているが、回答するこの男性の顔 後ろには、ほろ酔い気分で死んだように眠っている高齢者の寝顔が同時に映りこんでいる。老 と存在 消失を意識させるこのインタビューに続いては、一転、若者ばかりが集う騒々しい音楽喫茶が舞台となる。一人の三十前後の男性が答えてい 、画面は初め別の青年 音楽 合わせて身体全体でリズムを刻んでいる様をとらえている。カットが変わって、当初声だけが聞 えて た当の男性に切り替わ 幸福とは「何かやっ ること」 という彼は、 「何歳でもね くたばるまでね、ず ずうしく」生きていた 続ける。映りこむ光景 含めて、前のインタビューとは対照的に、ここに 若さと存在の主張がある。
し出したこの最後の質問は、どのようにでも答えられるが、答え方によって自己の存在証明を試されるような、単純に見えて同時に形而上的な質問となっている。　
またこの作品でのインタビューは、相手の回答に応じて質問を工夫し























インタビュアーは情緒を排して矢継ぎ早に質問し そ 撮影 表情の
9で、就業中の女子工員に問いかけ、幸福とは「人を愛すること」と聞き出している。　
このようにこの作品は、方法論を先行させつつも、その方法論からこ





（寺山修司構成）は、女子学生三人をインタビュアーにして、八百人以上のいろいろな階層の人々に対する質問の答えを収録したものだが、これはおもし かった。十七項目の質問もうまくできていて、これによって答える人たちが、いま現在どんなふうに生きているかがよくわかる。質問がやつぎばや 、飾った答えをする余地のなのもよかった。職業や階級をもっとひろげたら、なおおもしろい、重要な作品となったにちが な 。デモの総指揮者が一切ノー・コメントだったり、小学生らしい子どもがてきぱきと答えたり、東大生がいかにも東大生らしい答えをしたり、まことに生き生きとした
　
この音楽喫茶ではもうひとり二十代のモデル志願の女性にインタ





































い。それなら、活字メディアのほうがすぐれてい この企画のユニークなところは、質問された瞬間の表情 か、答える仕方――つまり一人一人の人間のなまの姿を、みごと とらえていることである。同時性と映像というテレビの特性 いかした企画であり、演出の成果であろう。
　　




































































































ンタリーの使命が「いまあるまま 現実」よりも「本来 現実」 とらえることにあるならば、現実に働きかけ、 「ものの投入」という方法が選ばれねばならない、 してこう述べる。
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分」は答える人々が自由に描き出していく。そして番組作品を見る視聴者は、あたかも答える人々と同じ時間を共有したかのように、その質問をわがこととして、 について思いを巡らすかもしれない。視聴者もまた「あとの半分」を描き出そうとするのだ。質問する側と答える側、番組作品の送り手側と受け手側、 れぞれのレベルで補完しあい、相互作用による創造に参画する。萩元晴彦は「 『あなたは……』の制作意図」（前掲）で、 「ぼくは八二九人の人々に意見を聞いたのではない。八二九人の背後にいるすべての人々に質問したのだ。八二九人は素材に過ぎない。 『あなた』 質問したのである」と語っている。　
職業、年齢、性別、体験を異にする人々に、すべて十七の同じ質問を








































方舟」の図像や涅槃図などが代表的なものだし、図鑑への情熱も洋の東西を問わない。日本では『北斎漫画』や伊藤若冲『動植綵絵』 『百犬図』を挙げてもいい。　『枕草子』 『梁塵秘抄』など日本の古典文学に見られる「物尽し」の修辞的な特徴を比較文学 視点で考察したジャクリーヌ・ピジョー『物尽し――日本的レトリックの伝統』 （平凡社、寺田澄江・福井澄訳、 ９）は、次のように考察し いる。　　
ラブレーもちぐはぐな物・言葉を取り合わせるのが好きであるが、



































































































































































































萩元晴彦「方法としての『質問』 」 （ 『太陽』平３・９〈特集＝寺山修司
　





























































































































































ルハーモニーを小澤征爾が指揮したベートーベン交響曲第九番（日本武道館）の演奏ドキュメンタリー。編集カットを抑え、据えっぱなしの望遠カメラでひたすら指揮する 澤 クローズアップ 撮 続けた。民放祭賞受賞。
17
全集Ⅱ』人文書院、昭
38）も参照した。
（
22）　
寺山修司『青少年のための自殺学入門』 （土曜美術社、昭
54）
（
23）　
寺山修司「アリアドーネの法則――〈半世界〉表現カタログ集」 （ 『芸術倶
楽部』昭
48・９〈特集＝半世界――受け手の表現〉 ）
（
24）　『現代詩文庫
52　
寺山修司詩集』所収（思潮社、昭
47）
（
25）　
伊藤守編『メディア文化の権力作用』所収（せりか書房、平
14）

（平成二十五年九月二十七日受理）

